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外部プロ人材
活用成功事例

新しい
人材活用
プロシェアリング （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.27　事業のDX展開に向けたリテラシーの吸収・定着に成功

　プロシェアリングとは，高い職
能を持って複数企業で同時に活躍
するプロフェッショナルを，経営
課題に合わせて「雇用」ではなく
「活用」するという，新しい人材
活用の手法です。2014年の設立
以来，サーキュレーションには
19,000名以上のプロが登録し，
10,000件以上のプロジェクトで実
績を上げてきました。プロジェク
トは経営要素の強い案件が多く，
新規事業の企画推進や，人事・広
報等のミドルオフィス支援，さら
にはIPO関連から中期経営計画の
策定，CFOのシェアなども実行
しています。

Webマーケティングの
DX展開を模索

　今回は，そのなかから株式会社
インターゾーン（以下，同社）の
プロシェアリング活用事例をご紹
介します。
　同社は群馬県高崎市に本社を置
き，2000年 9月に設立。従業員
数は134名（2020年 1月時点）。「人
手」をアウトソースするBPOサー
ビスを長く手掛けて成長してきま
した。現在は，自動車業界向けク
ラウドCRM「gNOTE」の開発・運
用，コールセンター事業，Webマー

ケティング事業などを主な事業と
しています。これらのサービスを
支える知見の一部はプロ人材から
得られたものです。クラウドCRM
「gNOTE」では，顧客コンタクト
を自動化することで人手を介さな
いコミュニケーションの構築を進
めています。また，IoT技術との
連携により，自動車アフターマー
ケットの現場の業務効率の改善を
目指しています。今回は，外部の
プロ人材を活用し，共に事業展開
の可能性を探る過程で必要なノウ
ハウを吸収し，その後も内製化し
ていけるよう自社のリテラシー向
上に取り組んだ事例となります。

課題 DX推進のセオリーや
知見が絶対的に不足

　群馬県と大阪府に拠点を置く同
社では，他社に先駆けてカーアフ
ターマーケットに特化したBPO
事業を展開してきました。しかし
近年は競合も増加し，将来的な成
長を見据えると，新規事業へのチ
ャレンジやDX（デジタルトラン
スフォーメーション）への着手は
不可欠でしたが，アイデアを形に
できるデジタル人材が社内にいな
いことが課題でした。
　また，代表の鏡山氏はエネルギ
ー関連企業の出身で，センスと決

断スピードを強みとして事業を推
進してきたのですが，DXを念頭
においた事業計画・開発を行うに
あたり，セオリーに則ってプロセ
スを推進する知見を持ち合わせて
いないことも課題だと感じていま
した。そのようなタイミングで，
必要な時に専門性の高い人材を雇
用せず活用できる「プロシェアリ
ング」に出会いました。

解決策 複数のプロ人材から
知見を得て社内共有

　サーキュレーションからは「複
数のプロ人材からDXの知見を得
て社内リテラシーを向上させる」
という解決策をご提案しました。
　今回ご推薦したプロ人材の 1人
は30代のM氏です。M氏は大手SI
企業，大手人材サービス企業，大
手ソーシャルゲームプラットフォ
ーマー，マーケティングプラット
フォーム提供企業など数々の企業
での新規事業立ち上げや数十名規
模のプロジェクトマネジメント経
験を蓄積している事業開発とマネ
ジメントのプロです。新規事業の
立ち上げはもちろん，知識が全く
ない企業に対しても，Web活用の
方法，ベンダーの選定，Webマー
ケティングの基礎等のアドバイス
が可能で，企画から予実管理，人
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事まで対応できる，まさに今回社
長が求めていた「再現性のある事
業開発セオリーを持ち，育成も可
能な人材」でした。
● 事業開発の進め方を学習
　まず，M氏らはプロジェクトメ
ンバーに向けて事業開発プロセス
の講習会を実施しました。共通言
語を作ったうえで，チームはWeb
を活用した新事業の可能性を検討
しました。プロ人材からはWebマ
ーケティングの基礎的なアドバイ
スを行い，事業開発のイメージを
具体的にしたうえで取り組みがス
タートしました。
● Webブランディング手法を育成
　次に，Webブランディングの講
習会を実施し，社内メンバーの育
成を本格化しました。プロ人材は
Webマーケティングの相談フロー
を構築し，社内で課題解決できる
仕組みを残しました。
● コールセンター立ち上げを講習
　別のプロ人材は，インバウンド
コールセンター立ち上げの講習会
を実施しました。このインプット
を通して，実際の立ち上げの可能
性が検討されました。
● AI活用のテクノロジーを選定
　様々な事業可能性を検討する過
程で，顧客データベースを基にし
たAI活用の方向性も検討されま
した。プロ人材の知見を取り入れ，
具体的に活用するテクノロジーを
選定し，どのような観点でシステ

ム開発業者を選ぶべきかなど，社
内に判断基準が共有されました。

成果 DX事業の立ち上げの
ノウハウを吸収・定着化

　プロシェアリングの活用により
DX推進のためのデジタル系のノ
ウハウを様々なプロ人材から吸収
し，社内のリテラシー向上に着手
した結果，同社ではDXの課題と
なる社内文化の変革が推進され，
以下のような成果を実感していま
す。
① Webブランディングについての
ノウハウが吸収できた

② インバウンドのコールセンター
の立ち上げ方法を吸収できた

③ 顧客データベースを基にした
AI活用の方向性が見えてきた

プロシェアリング×DXリテラ
シー定着化の支援ポイント

　将来的にDXが必要な業界で事
業開発や技術開発を行うために

は，自社で推進できる人材を採用
する方法が考えられます。一方で，
プロ人材を活用し，実際に大企業
複数社での事業開発とプロジェク
トマネジメント，部下の育成の経
験が豊富な人材に伴走してもらう
ことも非常に効果的です。また，
社内メンバーの人脈以外でプロ人
材を探す手段としては，業務委託
を通じてアドバイザーになっても
らう方法があります。雇用時に発
生しがちなミスマッチリスクなど
も低減ができ，有効な手段となり
えますので，ぜひこのような活用
も検討ください。
　デジタルリテラシーを備え，事
業開発に特化した人材というのは
実際に採用するとなると，非常に
希少価値が高く，給与も高い傾向
にあります。そのような人材を採
用したいという要望があった場合
はプロシェアリングの活用を検
討・提案してはいかがでしょうか。
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No.22　 オンライン体制を構築，昨年比新卒採用数300％を実現
No.23　 ダイレクトリクルーティングにより専門人材の獲得に成功
No.24　 ITインフラの見直しで数千万のコスト効果を実現
No.25　 事業責任者クラスがサステナビリティプランを策定
No.26　 SDGs／サステナビリティを理解し新サービスをリリース
No.27　 事業のDX展開に向けたリテラシーの吸収・定着に成功

…

（株）インターゾーン　代表取締役社長　鏡山健二 氏


